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市報のおがた　24

□転入  146 人　□転出  171 人
□出生    30 人　□死亡    70 人

　令和 5 年 9 月末現在
　（　）は前年同月との比較

■人口　55,320 人（ － 358）
　〔うち外国人 710 人〕
　　男　26,215 人  （ － 72）
　　女　29,105 人  （ － 286）
■世帯数　27,679 世帯（+173）

　
黒
田
之ゆ

き
か
つ勝
公
、第
二
代
東
蓮
寺
藩
主
に

　

黒
田
高
政
公（
１
６
１
２
～
３
９
）は
十一

月
に
江
戸
藩
邸
で
急
逝
し
ま
し
た
。

　

正
室
は
い
ま
し
た
が
子
は
な
く
、ま
だ
若

か
っ
た
の
で
養
子
の
手
続
き（
生
前
に
幕
府

に
申
請
し
て
承
認
が
必
要
）を
と
っ
て
い
な

か
っ
た
た
め
、跡
継
ぎ
の
い
な
い
東
蓮
寺
藩

は
法
的
に
は
廃
藩
に
な
る
は
ず
で
し
た
。

　

福
岡
本
藩
の
第
二
代
藩
主
黒
田
忠
之
公

（
高
政
公
の
兄
）は
自
分
の
次
男
万
吉（
の

ち
之
勝
と
改
名
、高
政
公
の
甥
）を
没
後

養
子
と
す
る
こ
と
を
幕
府
に
申
請
し
て
、

１
６
４
０
年
に
特
例
と
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

先
年
の
島
原
の
乱
で
家
老
が
戦
死
す
る

な
ど
激
戦
の
末
に
戦
功
を
あ
げ
た
東
蓮
寺

藩
勢
の
活
躍
を
総
帥
と
し
て
現
地
で
目
に
し

た
老
中
松
平
伊い

ず
の
か
み

豆
守
信
綱
の
口
添
え
が
大

き
か
っ
た
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

　
黒
田
之
勝
公（
１
６
３
４
～
６
３
）は
こ
の

と
き
わ
ず
か
七
歳
で
し
た
。

　
黒
田
之
勝
公
の
時
代

　

之
勝
公
は
や
が
て
、従じ

ゅ
ご
い
の
げ

五
位
下
、東ひ

が
し
い
ち
の
か
み

市
正

の
資
格
役
職
を
与
え
ら
れ
、当
時
の
慣
習
と

し
て
将
軍
家
光
の
日
光
東
照
宮
参
拝
の
際

の
江
戸
市
中
警
固
や
、勅
使
下
向
の
際
の
接

待
役
を
後
の
元
禄
時
代
の
浅
野
内た

く
み
の
か
み

匠
頭
と

異
な
り
無
事
務
め
ま
し
た
。

　
之
勝
公
の
逝
去

　

之
勝
公
は
江
戸
の
東
蓮
寺
藩
邸
で
逝
去

し
ま
し
た
。高
政
公
が
二
十
八
歳
、之
勝
公

が
三
十
歳
と
二
代
続
け
て
藩
主
が
若
死
に

し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

之
勝
公
の
墓
は
高
政
公
と
同
じ
く
江

戸
の
祥
雲
寺（
現
在
の
東
京
都
渋
谷
区
広

尾
）、直
方
山
部
の
雲
心
寺（
高
政
公
の
墓
の

一段
下
）、博
多
の
崇
福
寺
に
あ
り
ま
す
。

　
法
号
は「
乾け

ん
と
く
い
ん

徳
院
殿で

ん
こ
う
ほ
う

高
峯
宗そ

う
け
ん
だ
い

堅
大
居こ

じ士
」

で
、逝
去
の
直
前
に
幕
府（
四
代
将
軍
家
綱

の
時
代
）か
ら
殉
死
禁
止
令
が
出
さ
れ
て
い

た
た
め
殉
死
者
は
い
ま
せ
ん
。

　
黒
田
長
寛
公
、第
三
代
東
蓮
寺
藩
主
に

　
之
勝
公
に
は
女
子
は
い
ま
し
た
が
跡
継
ぎ

と
な
る
男
子
は
な
く
、東
蓮
寺
藩
は
再
び
断

絶
の
危
機
を
迎
え
ま
し
た
が
、前
例
と
認
め

ら
れ
て
今
回
も
救
わ
れ
ま
し
た
。

　
三
代
福
岡
藩
主
光
之
公（
之
勝
公
の
兄
）

の
四
男
長
寛
公（
１
６
５
９
～
１
７
１
１
）の

東
蓮
寺
藩
三
代
藩
主
就
任
が
認
め
ら
れ
ま

し
た
。当
時
わ
ず
か
五
歳
、叔
父
か
ら
ま
だ

幼
児
の
甥
へ
、と
い
う
変
則
的
な
相
続
が
二

回
続
い
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
東
蓮
寺
か
ら
直
方
へ

　

三
代
藩
主
時
代
の
大
き
な
出
来
事
は

１
６
７
５
年
に
地
名
を「
東
蓮
寺
」か
ら

「
直
方
」に
改
め
た
こ
と
で
す
。理
由
に
は

諸
説
あ
り
ま
す
が
藩
主
の
早
逝
が
続
い
た

た
め「
寺
」の
文
字
を
避
け
て
中
国
の
古
典

の「
易
経
」か
ら
良
い
文
字
で
あ
る「
直
」と

「
方
」を
取
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
福
岡
藩
四
代
藩
主
綱
政
公
と
な
る

　

福
岡
藩
四
代
藩
主
と
な
る
べ
き
嫡
子
の

綱
之
が
廃
嫡
さ
れ
た
た
め
１
６
７
７
年
に

長
寛
公
が
直
方
藩
主
か
ら
呼
び
戻
さ
れ
て

嫡
子
と
な
り
、綱
政
と
改
名
し
ま
し
た
。

１
６
８
８
年
に
父
光
之
公
の
隠
居
に
よ
り
福

岡
藩
四
代
藩
主
と
な
り
ま
し
た
。

　
１
７
１
１
年
逝
去
。博
多
の
崇
福
寺
に
墓

が
あ
り
ま
す
が
福
岡
藩
主
と
な
っ
た
た
め
、

直
方
に
墓
は
あ
り
ま
せ
ん
。

  
東
蓮
寺
藩（
の
ち
直
方
藩
）の
歴
史

  
第
９
回

　

二
代
之
勝
公
と
三
代
長
寛
公

第第104104回回

二代藩主之勝公の墓碑
（東京都渋谷区の祥雲寺墓地）


